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平素より大変お世話になっております。
このたび小社では、標記の展覧会を開催する運びとなりましたのでご案内申し上げます。

本展の掲載や取材などのご要望については下記までご一報下さい。

何卒よろしくお願い申し上げます。

この度、株式会社青幻舎プロモーションが企画いたしました展覧会「日本の色　染司よしおか　吉岡更紗の仕事」を2025年11月29

日（土）より三鷹市美術ギャラリー（東京）にて開催いたします。

「日本の色　染司よしおか　
吉岡更紗の仕事」展

青幻舎プロモーション 展覧会のご案内

会場：三鷹市美術ギャラリー
会期：2025 年11月29日（土） ～ 2026年2月1日（日）

休館日：月曜日、1 月13 日（火）、年末年始（12 月30 日～ 1 月4 日）　ただし、1 月12 日（月・祝）は開館
観覧時間：午前 10 時～ 午後８時 （ 入館は午後 7 時 30 分まで）



 ■展覧会について

2枚目

　「染司（そめのつかさ）よしおか」は江戸時代から200年以上続く京都の染色工房です。日本に古くから伝わる植物染めの技法を用

い、草木や花から美しい色を引き出し、麻、絹、木綿、和紙といった自然素材を染めることを生業としてきました。四季折々の植物

によって生み出されるその色彩には、自然への深い敬意と鋭い感性が息づいているかのようです。

　古文書や正倉院などの染織品の研究を通して、植物染めによる日本の伝統色を復活させてきた「染司よしおか」では、東大寺や

薬師寺をはじめとする古社寺の伝統行事を支える役割を担い、源氏物語の衣裳を再現しています。

　本展では、これまでの「染司よしおか」の歩みをたどるとともに、先々代・先代の意思を継ぎながら新たな染色の可能性を探求す

る六代目吉岡更紗の取組みをご紹介いたします。

■基本情報
日本の色　染司よしおか　吉岡更紗の仕事

会場：三鷹市美術ギャラリー

　　 東京都三鷹市下連雀3-35-1　CORAL 5 階　TEL 0422-79-0033

開催期間：2025 年11月29日（土） ～ 2026年2月1日（日）

観覧時間：午前 10 時～午後８時 （入館は午後 7 時 30 分まで）

休館日：月曜日、1 月13 日（火）、年末年始（12 月30 日～ 1 月4 日）　ただし、1 月12 日（月・祝）は開館

観覧料：一般800 円／ 65 歳以上・学生（大・高）500 円／中学生以下無料

主催：三鷹市美術ギャラリー・（公財）三鷹市スポーツと文化財団

特別協力：染司よしおか

企画協力：青幻舎プロモーション

『源氏物語』「夕顔」夕顔の襲再現 『源氏物語』「夕顔」夕顔の襲再現



◆ よみがえる日本の色、引き継がれる伝統
　日本の染色の歴史は古く、その起源は縄文時代まで

さかのぼると言われています。大陸との交流が始まった

奈良時代には、高度な技法がシルクロードを渡って伝わ

り、洗練された染色文化が育まれていきました。しかし

明治時代になり西洋から伝わった利便性の高い化学染

料が普及したことにより、植物染めの技法は急速に衰退

していきます。

　伝統的な技法が失われることを危惧した四代目・吉

岡常雄と五代目・吉岡幸雄は、古染織品や染料の研究

に取り組み、植物染めによる日本の伝統色を復活させ

ます。そして六代目・吉岡更紗に引き継がれる「染司よし

おか」の植物染めの技法は、薬師寺の伎楽（ぎがく）装

束の復元をはじめとする古代の作品の復元や、毎年行

われる東大寺修二会（しゅにえ）の椿の染和紙の制作な

どの古社寺の伝統行事を支えています。

◆ 六代目吉岡更紗の仕事
　����年に「染司よしおか」の六代目当主となった吉岡更紗は、いにしえから生み出されてきた日本の色を今の時代に伝える使命

を受け継ぎつつ、現代の生活空間で楽しむことができる染色の新たな可能性を模索し続けています。本展では、その取り組みを伝

える再現作品を展示します。

3枚目

■ 見どころ

『源氏物語』「花宴」藤の花宴 源氏の衣裳

◆ 植物染めで再現される『源氏物語』の世界
　日本独自の美意識が育まれた平安時代の宮中では、高貴な人物が身に着ける

着物の色彩の組み合わせに自然界の色の移り変わりが取り入れられました。特に

十二単（ひとえ）のような宮中の女性装束では「かさねの色目（いろめ）」という決め

事に従い、女性たちは襟や袖口、裾から垣間見える着物の重ね方やその色彩の妙

を競い合いました。『源氏物語』の中にも季節に合わせて美しい衣裳をまとう平安

時代の貴族たちの姿が多く描かれています。「染司よしおか」は、『延喜式（えんぎし

き）』といわれる律令制度について記した�� 世紀の法典を手掛かりに、『源氏物語』

の登場人物たちがまとった美しい衣裳が織りなす色彩世界をよみがえらせました。

東大寺修二会　椿の造花


